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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視対象の管腔内に挿入される挿入部にＬＥＤによる照明手段が設けられた内視鏡装置
において、
　　取付ベースの前面側に複数のＬＥＤベアチップと電極を取り付け、さらに前記電極と
前記複数のＬＥＤベアチップとを結線してＬＥＤ照明ユニットを形成し、前記取付ベース
の前面側に、前記電極に対する電源配線のはんだ付け部を配置したことを特徴とする内視
鏡装置。
【請求項２】
　前記取付ベースと前記電極とに貫通孔を形成すると共に、前記電源配線の端末部を前記
取付ベースの前面側に突出させ、前記貫通孔から前記電源配線の端末部が突出するように
前記ＬＥＤ照明ユニットを前記挿入部に組付け、前記貫通孔から突出した前記電源配線の
端末部と前記電極の前記貫通孔の孔縁とをはんだ付けしたことを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記ＬＥＤ照明ユニットの抜けを押さえる抜け止め部を備えたカバー部材を設け、前記
ＬＥＤ照明ユニットを前記カバー部材で押さえ込んだ状態で前記カバー部材を前記挿入部
に脱着可能に固定したことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記カバー部材に円筒壁を設け、前記円筒壁を前記挿入部にねじ込み固定したことを特
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徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記取付ベースと前記挿入部とに、前記取付ベースの板厚方向と略直交するねじ孔を夫
々設けると共に、前記取付ベースと前記挿入部とに、さらにこれらのねじ孔の間にあって
相互に向き合う窪み部を夫々設け、先端側にのみねじ部が設けられたビスを前記一方のね
じ孔から入れて他方のねじ孔にねじ込み、前記ビス先端のねじ部と他方のねじ孔の螺合が
外れたときに、前記ビス先端のねじ部が前記取付ベースと前記挿入部の両者の窪み部に跨
って係止されるようにしたことを特徴とする請求項１又は２に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記カバー部材と前記挿入部とに、前記取付ベースの板厚方向と略直交するねじ孔を夫
々設けると共に、前記カバー部材と前記挿入部とに、さらにこれらのねじ孔の間にあって
相互に向き合う窪み部を夫々設け、先端側にのみねじ部が設けられたビスを前記一方のね
じ孔から入れて他方のねじ孔にねじ込み、前記ビス先端のねじ部と他方のねじ孔の螺合が
外れたときに、前記ビス先端のねじ部が前記カバー部材と前記挿入部の両者の窪み部に跨
って係止されるようにしたことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視対象の管腔内に挿入される挿入部にＬＥＤによる照明手段が配置され
た内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　工業用や医療用として使用される内視鏡装置は、管腔内に挿入される挿入部の先端側に
、観察若しくは撮像のための光学系が設けられると共に、管腔内の内視対象の周辺を照ら
し出すための照明手段が設けられている。この照明手段としては、外部の光源の光を光フ
ァィバーを介して対象物に照射するものが多く用いられているが、近年、発光ダイオード
（本明細書においては「ＬＥＤ」と呼ぶものとする。）を挿入部に直接取付け、そのＬＥ
Ｄの光によって内視対象の周辺を照射するものが開発されている（例えば、特許文献１及
び２参照。）。
【０００３】
　特許文献１に記載の内視鏡装置は、内視用レンズを収容するレンズホルダの前端部に複
数のＬＥＤのパッケージチップ（ＬＥＤベアチップを電極や蛍光体層、封止層等と共にパ
ッケージ化したもの。）が一体に取り付けられ、これらが挿入部先端の円筒状のケーシン
グ内に固定されている。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の内視鏡装置は、セラミック製の挿入部本体の軸心部に内視用
レンズを収容するレンズホルダが組み付けられると共に、複数のＬＥＤのパッケージチッ
プが取り付けられた導体層が挿入部本体に一体に組み付けられている。この導体層は挿入
部本体の前面側から同挿入部本体の内周部を通って後部側に回り込み、挿入部本体の後部
側において電源ユニットの接続端子にはんだ付け固定されている。
【特許文献１】特開２００１－３１１８７９号公報
【特許文献２】特開２００２－５１９７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、前者の内視鏡装置は、複数のＬＥＤのパッケージチップがレンズホルダに直接
取り付けられているため、ＬＥＤ部分の修理や部品交換を行う場合に、レンズホルダごと
取り外さなければならず、分解や組立が大掛かりになるという不具合がある。
【０００６】
　また、後者の内視鏡装置は、ＬＥＤのパッケージチップが取り付けられる導体層が挿入
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部本体の前面側から後部側に延び、挿入部本体の後部側において電源ユニットの接続端子
に固定されているため、ＬＥＤ部分の修理や部品交換を行う場合に、構成部品を破壊しな
ければＬＥＤを挿入部本体から容易に取り外すことができない。
【０００７】
　そこでこの発明は、ＬＥＤ部分の取り付け取り外しを容易に行えるようにして、メンテ
ナンス性に優れた内視鏡装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、この発明の内視鏡装置は、内視対象の管腔内に挿入される
挿入部にＬＥＤによる照明手段が設けられた内視鏡装置において、取付ベースの前面側に
複数のＬＥＤベアチップと電極を取り付け、さらに前記電極と前記複数のＬＥＤベアチッ
プとを結線してＬＥＤ照明ユニットを形成し、前記取付ベースの前面側に、前記電極に対
する電源配線のはんだ付け部を配置した。
【０００９】
　この内視鏡装置の場合、ＬＥＤ部分の修理や部品交換を行うときには、ＬＥＤ照明ユニ
ットを挿入部本体から取り外し、その状態で修理や部品交換を進める。そして、修理や部
品交換を完了した後には、ＬＥＤ照明ユニットを再度挿入部本体に取り付ける。
【００１０】
ここで、前記取付ベース上の前記電極に対する電源配線のはんだ付け部は、前記取付ベー
スの前面側に配置する。このようにした場合、取付ベースの前面側から電源配線のはんだ
付け部を溶かし、その状態でＬＥＤ照明ユニットを挿入部から取り外すことができる。
【００１１】
　さらに、この場合、前記取付ベースと前記電極とに貫通孔を形成すると共に、前記電源
配線の端末部を前記取付ベースの前面側に突出させ、前記貫通孔から前記電源配線の端末
部が突出するように前記ＬＥＤ照明ユニットを前記挿入部に組付け、前記貫通孔から突出
した前記電源配線の端末部と前記電極の前記貫通孔の孔縁とをはんだ付けすることが好ま
しい。このようにした場合、ＬＥＤ照明ユニットの組付時に取付ベースと電極の貫通孔か
ら電源配線の端末部を突出させ、その状態で取付ベースの前面側から端末部と電源を容易
にはんだ付けすることができる。また、ＬＥＤ照明ユニットを取り外すときには、取付ベ
ースの前面側から電源配線の端末部のはんだを溶かし、そのままＬＥＤ照明ユニットを電
源配線の端末部から引き離すように動かすことによってＬＥＤ照明ユニットを容易に取り
外すことができる。
【００１２】
　また、前記ＬＥＤ照明ユニットの抜けを押さえる抜け止め部を備えたカバー部材を設け
、前記ＬＥＤ照明ユニットを前記カバー部材で押さえ込んだ状態で前記カバー部材を前記
挿入部に脱着可能に固定するようにしても良い。このようにした場合、カバー部材でＬＥ
Ｄ照明ユニットの抜けを押さえた状態においてそのカバー部材を挿入部に固定するため、
ＬＥＤ照明ユニットには脱着に伴う傷付きや歪が生じなくなる。
【００１３】
　さらに、前記カバー部材には円筒壁を設け、前記円筒壁を前記挿入部にねじ込み固定す
るようにしても良い。このようにした場合、部品点数の増加を招くことなく、挿入部に対
するカバー部材の脱着を容易に、かつ確実に行なうことが可能となる。
【００１４】
　また、ＬＥＤ照明ユニットを挿入部に直接固定する場合には、前記取付ベースと前記挿
入部とに、前記取付ベースの板厚方向と略直交するねじ孔を夫々設けると共に、前記取付
ベースと前記挿入部とに、さらにこれらのねじ孔の間にあって相互に向き合う窪み部を夫
々設け、先端側にのみねじ部が設けられたビスを前記一方のねじ孔から入れて他方のねじ
孔にねじ込み、前記ビス先端のねじ部と他方のねじ孔の螺合が外れたときに、前記ビス先
端のねじ部が前記取付ベースと前記挿入部の両者の窪み部に跨って係止されるようにして
も良い。
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【００１５】
　このようにした場合、取付ベースと挿入部本体のねじ孔にビスが挿入され、そのビスの
ねじ部が他方のねじ孔にねじ込まれることによってＬＥＤ照明ユニットが挿入部本体に固
定される。このとき、ビスはＬＥＤ照明ユニットと略直交する向きで締め込まれるため、
ＬＥＤ照明ユニットの脱落は確実に防止される。また、内視鏡装置の使用中等に、万が一
ビスの締め込みが緩んでビス先端のねじ部が他方のねじ孔から外れることがあったとして
も、このときビス先端のねじ部が取付ベースと挿入部本体の窪み部間に位置され、一方の
ねじ孔によってビスのさらなる抜けが阻止される。そして、このときビス先端のねじ部が
取付ベースと挿入部本体の両者の窪み部に跨って係止されるため、ＬＥＤ照明ユニットの
脱落も阻止される。
【００１６】
　また、ＬＥＤ照明ユニットをカバー部材を介して挿入部に固定する場合には、前記カバ
ー部材と前記挿入部とに、前記取付ベースの板厚方向と略直交するねじ孔を夫々設けると
共に、前記カバー部材と前記挿入部とに、さらにこれらのねじ孔の間にあって相互に向き
合う窪み部を夫々設け、先端側にのみねじ部が設けられたビスを前記一方のねじ孔から入
れて他方のねじ孔にねじ込み、前記ビス先端のねじ部と他方のねじ孔の螺合が外れたとき
に、前記ビス先端のねじ部が前記カバー部材と前記挿入部の両者の窪み部に跨って係止さ
れるようにしても良い。
【００１７】
　この場合、ビスがカバー部材の脱着方向と略直交する向きに締め込まれるため、カバー
の脱落が確実に防止される。また、ビスの締め込みが万が一緩んでビス先端のねじ部が他
方のねじ孔から外れることがあったとしても、このとき、一方のねじ孔によってビスのさ
らなる抜けが阻止されると共に、ビス先端のねじ部がカバー部材と挿入部本体の窪み部に
跨って係止されることにより、カバー部材の脱落が阻止される。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明は、複数のＬＥＤベアチップを電極と共にユニット化し、ＬＥＤ照明ユニット
として挿入部本体に脱着可能に取り付けるようにしたため、ＬＥＤ部分の取り付けや取り
外しが容易になり、メンテナンス性が大幅に向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次に、この発明の各実施形態を図面に基づいて説明する。尚、以下の各実施形態の説明
において、同一部分には同一符号を付し、重複する説明を省略するものとする。
【００２０】
　最初に、図１～図６に示す第１の実施形態について説明する。
　図２は、この発明にかかる内視鏡装置全体の概略構成を示すものである。同図に示すよ
うに、この内視鏡装置は、長尺な軟性管１の先端側にレンズアダプタ２が接続されて成る
挿入部３と、この挿入部３の基端が接続されたボックス状の装置本体部４とを備えている
。
【００２１】
　そして、この内視鏡装置は、挿入部３に撮像手段としてのＣＣＤ（図示せず。）が設け
られ、そのＣＣＤで捕えた画像信号を、軟性管１の内部の信号線を通して装置本体部４に
設置された信号処理回路（図示せず。）に出力し、信号処理回路で処理された信号を画像
表示手段である液晶パネル５に映像として映し出すようになっている。尚、装置本体部４
には、前記信号処理回路の他、バッテリ電源に接続された主電源回路（図示せず。）等が
内蔵されている。
【００２２】
　管腔に挿入される挿入部３は、前述のように軟性管１の先端側にレンズアダプタ２が設
けられているが、さらに詳しくは、軟性管１の先端側には金属等の硬質材料から成る連結
プラグ６が設けられ、その連結プラグ６の先端部にレンズアダプタ２が脱着可能に設けら
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れている。連結プラグ６の先端部には前述のＣＣＤが設けられると共に、レンズアダプタ
２側に電流を供給するための図示しない電極が設けられている。尚、図２（Ｂ）において
、２Ａは、側視型の交換用のレンズアダプタを示す。
【００２３】
　図１，図３に示すレンズアダプタ２は所謂直視型のものであり、内視対象物に対峙しそ
の像を連結プラグ６のＣＣＤ上に結ぶ対物レンズ群（図示せず。）が軸方向に沿って直列
に配置されている。この対物レンズ群は、図１に示すアダプタ本体７の軸心部に収容配置
されている。尚、この実施形態においては、アダプタ本体７がこの発明における挿入部本
体を構成している。また、アダプタ本体７は、基部側一般面に対して多段の段差状に縮径
した突出部７ａを有し、その突出部７ａの外周側に、図１に示すように全体がほぼ有底円
筒状を呈するＬＥＤ照明ユニット８が取り付けられている。
【００２４】
　ＬＥＤ照明ユニット８は、図１及び図３に示すように、アルミニウム等の熱伝導性の良
い金属材料によって形成された取付ベース９と、一対の電極１０Ａ，１０Ｂが埋設された
絶縁性板状部材１１と、取付ベース９に固定される複数のＬＥＤベアチップ１２…と、を
備え、各ＬＥＤベアチップ１２…が図４に示すように電極１０Ａ，１０Ｂにワイヤ配線１
３によって結線されている。尚、このＬＥＤ照明ユニット８は、アダプタ本体７に組み付
けられる前に別の場所で予め組み立てておく。
【００２５】
　取付ベース９は、図３に示すように円筒壁１４ｂの内面に孔あき円板状の支持壁１４ａ
が延設されたベース本体１４と、そのベース本体１４の支持壁１４ａの前面に重合固定さ
れるキャビティ部材１５と、から成り、キャビティ部材１５は円弧形状の平板によって形
成され、その平板には周方向等間隔に複数の収容孔１６…が形成されている。このキャビ
ティ部材１５の収容孔１６は支持壁１４ａと共に前面側に開口する窪み部１７（図１，図
４参照。）を形成し、その各窪み部１７内に前記ＬＥＤベアチップ１２が夫々配置される
ようになっている。尚、ベース本体１４とキャビティ部材１５の表面にはアルマイト処理
等の絶縁処理が施されている。また、プラスチック等の絶縁材を用いても良い。
【００２６】
　また、絶縁性板状部材１１は略扇形に形成され、支持壁１４ａの前面のうちの、前記キ
ャビティ部材１５の配置されていない円弧領域に接着固定されている。そして、絶縁性板
状部材１１は、柔軟な絶縁性材料から成る基材に前述のように電極１０Ａ，１０Ｂが埋設
され、その各電極１０Ａ，１０Ｂの前面が基材の外表面から露出している。
【００２７】
　ここで、取付ベース９に取り付けられる各ＬＥＤベアチップ１２は夫々の電極部が前方
に向くように並んで配置されており、この各ＬＥＤベアチップ１２の電極部と絶縁性板状
部材１１上の電極１０Ａ，１０Ｂとは、これらの前面側においてワイヤボンディング（ワ
イヤ配線１３）によって結線されている。
【００２８】
　また、この実施形態の場合、各ＬＥＤベアチップ１２は青色ＬＥＤ、若しくは、紫色Ｌ
ＥＤが用いられ、その前面側には白色光を得るためにＹＡＧ（イットリウム・アルミニウ
ム・ガーネット）系の蛍光樹脂から成る蛍光体層１８が配置されている。この各ＬＥＤベ
アチップ１２の前面側に配置される蛍光体層１８は、前述のように各ＬＥＤベアチップ１
２をワイヤボンディングによって電極金属１０Ａ，１０Ｂに接続した後に、蛍光体の溶液
を各キャビティ部材１５の収容孔１６（窪み部１７）内に前面側から流し込み、そのまま
乾燥させて凝固させることによって形成されている。
【００２９】
　また、ＬＥＤ照明ユニット８は、図６に示すように、ベース本体１４の円筒壁１４ｂが
アダプタ本体７の突出部７ａに軸方向前方側から嵌入され、その状態においてビス２２に
よって脱着可能に固定されている。具体的には、ベース本体１４の円筒壁１４ｂとアダプ
タ本体７の対応部位には、径方向に沿った挿通孔２３とねじ孔２４が夫々形成されており
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、これらの挿通孔２３とねじ孔２４にビス２２の先端部を挿入し、そのビス２２を外側か
ら締め込むことによってＬＥＤ照明ユニット８がアダプタ本体７に固定されている。
【００３０】
　また、絶縁性板状部材１１の各電極１０Ａ，１０Ｂ部分と取付ベース９の支持壁１４ａ
には、夫々板厚方向（ＬＥＤ照明ユニット８の脱着方向と同方向。）に貫通する貫通孔１
９，２０（図３～図６参照。）が形成され、アダプタ本体７側に設けられた電源配線２１
の端末部２１ａがこれらの貫通孔２０，１９を通して前方に引き出され、貫通孔１９の前
面側の孔縁において各電極１０Ａ，１０Ｂにはんだ付け固定されるようになっている。
【００３１】
　ここで、アダプタ本体７側に設けられた電源配線２１の端末部２１ａは、図５に示すよ
うに、ＬＥＤ照明ユニット８の脱着方向（軸方向。）に沿うように前方に突出しており、
支持壁１４ａと絶縁性板状部材１１の貫通孔２０，１９は前述のように脱着方向に沿うよ
うに形成されている。電源配線２１の端末部２１ａを電極１０Ａ，１０Ｂにはんだ付け固
定するに際しては、まず、図５（Ａ）に示すようにＬＥＤ照明ユニット８を位置合わせし
つつアダプタ本体７（図５では、図示せず。）に嵌合し、このとき、図５（Ｂ）に示すよ
うにＬＥＤ照明ユニット８側の貫通孔２０，１９から電源配線２１の端末部２１ａを前方
側に突出させる。そして、この状態から前述のようにＬＥＤ照明ユニット８をビス２２で
アダプタ本体７に固定し、電源配線２１の端末部２１ａをＬＥＤ照明ユニット８の前方側
から電極１０Ａ，１０Ｂの前面側の孔縁にはんだ付けし、最後に図５（Ｃ）に示すように
端末部２１ａの先端の不要部分を切除する。尚、図中２５は、はんだ付け部を示す。
【００３２】
　この実施形態の内視鏡装置は、以上構成を説明したように取付ベース９に電極１０Ａ，
１０Ｂと複数のＬＥＤベアチップ１２を取り付けてＬＥＤ照明ユニット８を形成し、アダ
プタ本体７に対してユニットとして脱着可能に組付けてあるため、製品完成後に、ＬＥＤ
部分の修理や交換を行うときにはＬＥＤユニット８ごとアダプタ本体７から取り外し、本
体７の外部で効率良く作業を行うことができる。
【００３３】
　即ち、ＬＥＤ照明ユニット８をアダプタ本体７から取り外す場合には、ベース本体１４
の外周側面からビス２２を外し、その状態においてＬＥＤ照明ユニット８の前方側から電
極１０Ａ，１０Ｂ部分のはんだを溶かし、その状態においてＬＥＤ照明ユニット８を前方
側に引き抜き、このときに電源配線２１の端末部２１ａを貫通孔１９，２０から取り外す
。
　また、ＬＥＤユニット８の再組付けも前述のようにして容易に行なうことができる。
【００３４】
　したがって、この内視鏡装置においては、アダプタ本体７に対してＬＥＤをユニットと
して容易に脱着することができるため、メンテナンス時の作業効率が大幅に向上すると共
に、出荷時の作業効率も向上する。
【００３５】
　また、この内視鏡装置は、ＬＥＤ照明ユニット８の脱着方向前方側に電源配線２１のは
んだ付け部２５が設けられているため、はんだの溶融や再度のはんだ付けをメンテナンス
時に容易に行なうことができるという利点もある。特に、この実施形態においては、電源
配線２１の端末部２１ａを脱着方向前方側に突出させる一方で、電極金属１０Ａ，１０Ｂ
と取付ベース９に脱着方向に沿うように貫通孔１９，２０を形成してあるため、はんだの
溶融とＬＥＤ照明ユニット８の離脱といった一連の作業を効率良く行なうことができるう
え、ＬＥＤ照明ユニット８のはんだ付けも容易に行なうことができる。
【００３６】
　尚、上記の第１の実施形態においては、取付ベース９の円筒壁１４ｂに挿通孔２３を形
成し、アダプタ本体７の突出部７ａにねじ孔２４を形成したが、図７に示す第２の実施形
態のように、取付ベース９の円筒壁１４ｂとアダプタ本体７の突出部７ａに径方向に沿う
ねじ孔３０，３１を夫々形成すると共に、前記円筒壁１４ｂの内周面と突出部７ａの外周
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面に、両ねじ孔３０，３１間において相互に対向する窪み部３２，３３を形成し、先端部
にのみねじ部３４ａを有するビス３４によって両者をねじ止めするようにしても良い。
【００３７】
　この第２の実施形態の場合、ビス３４は取付ベース９側のねじ孔３０からねじ入れられ
て最終的にアダプタ本体７側のねじ孔３１にねじ込まれる。このとき、取付ベース９は第
１の実施形態と同様にビス３４によって脱着可能に固定されるが、ビス先端のねじ部３４
ａと、窪み部３２，３３、取付ベース９側のねじ孔３１等が、以下のようにしてＬＥＤ照
明ユニット８の脱落防止部として機能する。
【００３８】
　即ち、この内視鏡装置は、ＬＥＤ照明ユニット８の脱着方向と略直交する方向からビス
３４が螺合されているために、ＬＥＤ照明ユニット８の脱落は元々生じにくいが、経時使
用等によって万が一ビス３４の締め込みが緩むことがあったとしても、ビス先端のねじ部
３４ａは円筒壁１４ｂと突出部７ａの窪み部３２，３３に跨ってそこに留まり、このとき
ねじ部３４ａが両窪み部３２，３３の壁に係止されることによってＬＥＤ照明ユニット８
の脱落が確実に規制される。尚、ビス先端のねじ部３４ａが両窪み部３２，３３間に変位
したときには、円筒壁１４ｂのねじ孔３０によってねじ部３４ａの抜けが阻止される。
【００３９】
　また、以上では、ＬＥＤ照明ユニット８をアダプタ本体７に脱着可能に固定する手段と
して、頭部を有するビスを用いたが、図８に示す第３の実施形態のように頭部のない所謂
芋ねじ（以下、「芋ねじ４０」と呼ぶ。）によってＬＥＤ照明ユニット８とアダプタ本体
７を固定するようにしても良い。即ち、この第３の実施形態では、ＬＥＤ照明ユニット８
の円筒壁１４ｂに芋ねじ４０の挿入孔４１と係止用凹部４２とを同軸に形成する一方で、
アダプタ本体７側に挿入孔４１の軸心と合致するねじ孔４３を形成し、芋ねじ４０を円筒
壁１４ｂの挿入孔４１からアダプタ本体７のねじ孔４３にねじ込み、芋ねじ４０の先端部
と基端部を係止用凹部４２と挿入孔４１に係合させることによってＬＥＤ照明ユニット８
をアダプタ本体７に固定するようにしている。尚、ＬＥＤ照明ユニット８を脱着可能に固
定する手段としては、芋ねじ４０に代えて図９に示す第４の実施形態のようにスプリング
ピン５０を用いることも可能である。
【００４０】
　つづいて、図１０～図１２に示す第５の実施形態について説明する。
　この実施形態の内視鏡装置は、ＬＥＤ照明ユニット１０８を、略円筒状のカバー部材６
０を介してアダプタ本体１０７に脱着可能に固定している点で上述の実施形態のものと大
きく異なっている。さらに詳しくは、ＬＥＤ照明ユニット１０８の取付ベース１０９の形
状も若干異なっており、その取付ベース１０９のベース本体１１４は前記カバー部材６０
内に収容できるように孔あき円板状に形成されている。そして、カバー部材６０は円筒壁
６０ａの一端部に内向きフランジ６０ｂが延設され、他端部の内周面にねじ溝（図示せず
。）が切られている。内向きフランジ６０ｂはＬＥＤ照明ユニット１０８の抜けを押さえ
る抜け止め部を構成している。また、カバー部材６０の他端部は、アダプタ本体１０７の
外周面に形成されたねじ部６１に直接締め込み固定されるようになっている。
【００４１】
　この実施形態の内視鏡装置は、基本的に上述した他の実施形態と同様の作用効果を得る
ことができるが、ＬＥＤ照明ユニット１０８を直接アダプタ本体１０７に固定するのでは
なく、カバー部材６０の内向きフランジ６０ｂで押さえ込んだ状態でアダプタ本体１０７
に固定するようにしているため、ＬＥＤ照明ユニット１０８の脱着等に伴う傷つきや歪が
生じにくい、というさらなる利点がある。
【００４２】
　また、この実施形態の場合、カバー部材６０の円筒壁６０ａにねじ溝を形成し、この円
筒壁６０ａをアダプタ本体１０７に直接ねじ込み固定するようにしているため、カバー部
材６０を脱着可能に固定するためのビス等の別部品が不要となり、その分部品点数が削減
し、分解や組付時の作業性が向上するという利点もある。
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【００４３】
　尚、ここではカバー部材６０の円筒壁６０ａにねじ溝を形成して、アダプタ本体１０７
に直接ねじ込むようにした実施形態について説明したが、カバー部材の脱着方向と略直交
する方向からビス等によってアダプタ本体に固定するようにしても良い。また、このとき
、カバー部材とアダプタ本体の側面に、図７に示した実施形態と同様のねじ孔と窪み部を
夫々形成し、先端部にのみねじ部を有するビスによってカバー部材とアダプタ本体をねじ
止めするようにしても良い。この場合も、ビス先端のねじ部が他方のねじ孔から外れたと
きに、ねじ部が両窪み部に跨って係止されるようにすれば、カバー部材の脱落をより確実
に防止することが可能となる。
【００４４】
　図１３，図１４は、この発明の第６の実施形態を示すものであり、この実施形態の内視
鏡装置はこの発明にかかる基本構造を側視型のレンズアダプタ２０２に適用したものであ
る。この装置は、アダプタ本体２０７の先端部側面に段差面７０が設けられ、この段差面
７０に撮像用の窓７１とＬＥＤ照明ユニット２０８が並列に配置されている。
【００４５】
　ＬＥＤ照明ユニット２０８は、取付ベース２０９が第１の実施形態と同様にベース本体
２１４とキャビティ部材２１５によって構成されているが、ベース本体２１４は、その平
面視が略長方状に形成されると共に、一端側に舌片部７２が屈曲して形成されている。そ
して、図１４に示すように、ベース本体２１４の前面に重合固定されるキャビティ部材２
１５は全体が略長方形状に形成されており、対向する長辺の各中央に方形状の切欠き７３
が夫々設けられ、その各切欠き位置に方形状の絶縁性板状部材２１１Ａ，２１１Ｂが配置
されている。各絶縁性板状部材２１１Ａ，２１１Ｂは夫々電極１０Ａ，１０Ｂを有し、各
電極１０Ａ，１０Ｂは電源配線２１の端末部２１ａに夫々はんだ付け固定されている。尚
、電源配線２１と電極１０Ａ，１０Ｂの接続構造や、キャビティ部材２１５の収容孔１６
内にＬＥＤベアチップ１２が配置されている点、各ＬＥＤベアチップ１２がワイヤボンデ
ィングによって電極１０Ａ，１０Ｂに結線されている点、各ＬＥＤベアチップ１２の前面
に蛍光体層１８（図１３参照。）が設けられている点等は第１の実施形態と同様となって
いる。
【００４６】
　アダプタ本体２０７の段差面７０には、ＬＥＤ照明ユニット２０８が嵌合される略長方
形状の窪み部７４が設けられ、アダプタ本体２０７の前端面にはこの窪み部７４内に連通
する挿通孔７５が設けられている。この実施形態では、段差面７０と略直交する方向がＬ
ＥＤ照明ユニット２０８の脱着方向となっており、取付ベース２０９の舌片部７２にはア
ダプタ本体２０７への組付時に前記挿通孔７５と同軸となるねじ孔７６が設けられている
。この実施形態の場合、ＬＥＤ照明ユニット２０８がアダプタ本体２０７の窪み部７４内
に嵌合された状態において、ビス２２が挿通孔７５を通して取付ベース２０９のねじ孔７
６に締め込まれている。
【００４７】
　この実施形態の内視鏡装置は、第１の実施形態と形状こそ異なるが、ほぼ同様の作用効
果を得ることができる。
【００４８】
　尚、アダプタ本体２０７とＬＥＤ照明ユニット２０８のねじ固定部は、図７に示した実
施形態と同様の構造を採用することも可能である。また、図１５に示す第７の実施形態の
ようにアダプタ本体２０７の前端部にねじ孔９０を設け、そのねじ孔９０に芋ねじ等のね
じ部材９１をねじ込み、そのねじ部材９１の先端部でＬＥＤ照明ユニット２０８を押圧固
定するようにしても良い。さらに、ＬＥＤ照明ユニット２０８の固定をより確実にする場
合には、図１６に示す第８の実施形態のように、ねじ部材９１の先端面とＬＥＤ照明ユニ
ット２０８の端面に凹部９２と凸部９３を夫々形成しておき、ＬＥＤ照明ユニット２０８
の凸部９３の周域を凹部９２で囲むようにしてねじ部材９１によってＬＥＤ照明ユニット
２０８を押圧固定するようにしても良い。
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【００４９】
　また、図１７，図１８は、この発明の第９の実施形態を示すものである。この実施形態
の内視鏡装置は、第６の実施形態と同様の側視型のレンズアダプタ３０２を採用したもの
であるが、窪み部７４内に配置したＬＥＤ照明ユニット３０８がアダプタ本体３０８の前
端部を覆う半割り円筒状のカバー部材３６０を介して固定されている。カバー部材３６０
は、アダプタ本体３０８の段差面７０に対応する半割り面８０に、ＬＥＤ照明ユニット３
０８のサイズよりも一回り小さい窓８１が設けられ、この窓８１の縁部８１ａがＬＥＤ照
明ユニット３０８の抜けを押さえる抜け止め部となっている。また、窓８１にはカバーガ
ラスを設けても良い。そして、カバー部材３６０はビス２２によってアダプタ本体３０８
に対してねじ込み固定されている。
【００５０】
この実施形態の内視鏡装置は、第５の実施形態と形状こそ異なるが、ほぼ同様の作用効果
を得ることができる。また、この実施形態の場合も、カバー部材３６０とアダプタ本体３
０８のねじ固定部は、図７に示した実施形態と同様の構造を採用することも可能である。
【００５１】
　尚、この発明の実施形態は以上で説明したものに限るものでなく、例えば、上述の各実
施形態は、ＣＣＤによって撮影された映像を液晶パネル等の画像表示手段に映し出すタイ
プの内視鏡装置について説明したが、対物レンズ群で捕えた像を光ファィバー等のイメー
ジガイドを通して接眼レンズから観察者が直接覗くタイプの内視鏡装置であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】この発明の第１の実施形態を示す要部の分解斜視図。
【図２】同実施形態の内視鏡装置の全体概略構成を示す斜視図（Ａ）と、先端部の斜視図
（Ｂ）を併せた図。
【図３】同実施形態のＬＥＤ照明ユニットの分解斜視図。
【図４】同実施形態のＬＥＤ照明ユニットの正面図。
【図５】同実施形態のはんだ付工程を示す断面図。
【図６】同実施形態のレンズアダプタを示す縦断面図。
【図７】この発明の第２の実施形態を示す部分断面図
【図８】この発明の第３の実施形態を示す横断面図。
【図９】この発明の第４の実施形態を示す横断面図。
【図１０】この発明の第５の実施形態を示す分解斜視図。
【図１１】同実施形態を示す分解斜視図。
【図１２】同実施形態を示す縦断面図。
【図１３】この発明の第６の実施形態を示す分解斜視図。
【図１４】同実施形態を示す分解斜視図。
【図１５】この発明の第７の実施形態を示す部分断面図。
【図１６】この発明の第８の実施形態を示す部分断面図。
【図１７】この発明の第９の実施形態を示す分解斜視図。
【図１８】同実施形態を示す分解斜視図。
【符号の説明】
【００５３】
　７，１０７，２０７，３０７　アダプタ本体（挿入部本体）
　８，１０８，２０８，３０８　ＬＥＤ照明ユニット
　９，１０９，２０９　取付ベース
　１０Ａ，１０Ｂ　電極
　１２　ＬＥＤベアチップ
　１９，２０　貫通孔
　２１　電源配線
　２５　はんだ付け部
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　３０，３１　ねじ孔
　３２，３３　窪み部
　３４　ビス
　３４ａ　ねじ部
　６０　内向きフランジ（抜け止め部）
　８１ａ　縁部（抜け止め部）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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